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立野小学校の子どもたちの実態として、「知っていることが多い」「ペーパーテストの点数が高い

（横浜市学力学習状況調査では 10％程度高い）」「世の中を眺めているだけのことが多い」「感動が少な

い」「良い行動がたくさんあるが、自覚していない」「能力があっても自信がもてなくて一歩踏み出せ

ない」というものが挙げられる。そのような子どもたちに対して、「汎用的な「高い質の知識」をつけ

てほしい」「世の中を「見る」ための「観察力」をつけてほしい」「感動を味わってほしい」「情熱をも

って活動してほしい」「自覚的に行動できるようになってほしい」という願いがある。そのような姿を

目指すためには、「生活科・理科」を中心に学習を進めていくことが有効なのではないかと考えた。 

立野小学校で考える生活科を学ぶ意義は、「体験を通した学びが全ての教科の基盤になること」「不

思議に思ったことに立ち止まることで問題解決のプロセスに気付き始めること」「情緒が豊かになるこ

と」「人・もの・ことと自分との関わりを太くできること」である。理科を学ぶ意義は、「自然事象の

見え方が変わり、生活を豊かにできること」「問題解決の力がつくこと」「自然への畏敬の念を育める

こと」「科学の有用性と限界を知ること」と考えている。 

自然事象をよく見ることで「自然の美しさ」を感じる心や、「共通する考え方」を大切にして、汎用

的な力を育てていきたい。そこで、研究副主題を「自然に浸り、じっくり観察し、新たな価値を創造

する力を育成する生活科・理科」と設定した。今年度は、特に、「自然の美しさ」に焦点を当ててい

く。景色などを見た時の直観的な美しさ、合理的な形などの美しさ、友達と共感することで感じる美

しさ。今まで見ていた自然事象が輝いて見えてくる、そこに価値を見いだせるような子どもたちを育

成できるようにしていく。 
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「自然に浸り、じっくり観察し、新たな価値を創造する力を育成」できるような授業改善を

行うために、デジタルカメラを購入し、それを用いて研究授業を改善していく。 

 

① 画質の良いデジタルカメラと、一人一台のタブレット PC を活用することで、直接体験を

基本として、全員で見ることができなかったことなどの自然事象の美しさを共有できるよう

にする。それをきっかけにして、子どもたちが進んで「美しい」と感じた物を撮ってこれる

ようにする。 

② 研究授業の際に、参観者がデジタルカメラで子どもたちの表情を撮影する。授業終了後、

どのような意図で写真を撮ったのか話し合うことで子どもを見取る視野を広げ、深められる

ようにする。 

③ 教材研究をする中で、「美しさ」を感じた写真を教職員が撮る。それを学年やブロックで

共有することで教材研究の視点を広げ、深める。 

④ ②、③の写真を 1か月に 1度集約し、モニターで写し全校児童にも共有する。そうするこ

とで、子どもも大人も「美しいもの」への感度を高められるようにする。 

 

〇 自然に浸る姿 

・自分の中に入る  ・本質が見える ・考えをめぐらす  ・できることを自覚している 

・しみじみとしている 

〇 じっくり観察する姿 

・細かいところを見落とさないで観ている ・意図していなかったところも観ている 

・既習事項や自分の経験を関連付けて観ている ・見方・考え方を働かせて観ている 

・愛着をもって観ている 

〇 新たな価値を創造する姿 

・自分の生き方にプラスになっていることを自覚している 

・今あるものの新しい良さ、美しさに気づいている（重点目標） 

 

第６学年 理科 「月と太陽」 

・10 月に実践をスタートする前からデジタルカメラを活用して月の写真を撮りため、きれい

な満月が撮れた時には各自のタブレット端末に画像を送って共有する。 

・単元をスタートさせたら全員で月の観察を継続する。 

・「どのようにしたら盆のように丸い満月が再現できるか」という問題を見いだし、モデル実

験を通して解決していく場面で研究授業を行い、デジタルカメラを使って写真を撮り、協議

会をする。 
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今ある

ものの新しい良さ、美しさに気づいている姿を読み取ることができる。

写真① 

写真② 

写真③ 

写真④ 月 
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〇 研究授業の協議会に写真を生かせたときとそうでない時があった。来年度の研究授業では、さらに活用

できるように全職員に周知していく。 

2022 年度、9 月までの研究授業で撮った写真 合計１０６１枚 

「本時目標に迫る子どもの姿、教師の支援を撮ったもの」→２２９枚 ２２％ 

「全体を引いて撮ったもの」→７５３枚 ７１％ 

「板書などの記録用に撮ったもの」→７９枚 ７％ 

 

2023 年度、9 月までの研究授業で撮った写真 合計１３１２枚 

「本時目標に迫る子どもの姿、教師の支援を撮ったもの」→４０７枚 ３１％ 

「個に焦点を当てているが後ろ向きなど、活動などが見えないもの」→ ５３５枚 ４０％ 

「全体を引いて撮ったもの」→２６８枚 ２０％ 

「板書などの記録用に撮ったもの」→１０２枚 ７％ 

 

 「個」に焦点を当てた写真の割合が増えた。協議の中でも個に焦点を当てて変容とその要因について

の話が多くなった。この方法はこれからも活用していくことで協議の質を高め、指導改善につなげ、子

どもたちの資質・能力育成につなげることができると考えている。 

 


